
語 ら れ る 神  パート ４

                                                                                                        　　　　　聖書は【新改訳 2017】より引用しています。

 ベレーシート 

みなさんおはようございます。

今日もこのように共にイェシュアの御名によって集まり、主を礼拝できることを感謝します。

哀歌のみことばの中に

「わたしたちが滅びうせなかったのは、主の恵みによる。主のあわれみは尽きないからだ。

   それは朝ごとに新しい。『あなたの真実は力強い』」  哀歌 3：22.23　　(新改訳第 3 版）

とありますが、この新しい朝に感謝して、メッセージを取り次ぎたいと思います。
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 前回のまとめ 

今までの復習です。ヨハネ 1：1 は実に不思議な言い回しで始まっています。

「初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。」というのです。

つまり神が言葉なる方ということは、当然神は語られるお方なのです。

主は言われる ר מַ という言葉は旧約聖書に(アーマル) אָ 5390 回使われています。

訳文では、「主は仰せられた」「主がお告げになった」「主が命じられた」などです。

聖書はいつもそのように、主が語る神だと訴えているのです。

受肉してこの地に来てくださった、言葉なる方イェシュアは言われました。

「いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらしません。

　わたしがあなたがたに話してきたことばは霊であり、またいのちです。」  ヨハネ 6：63

神のことば一つでこの世界、全てのものが一瞬のうちに現れました。

「信仰によって、私たちは、この世界が神のことばで造られたことを悟り、

   その結果、見えるものが、目に見えるものからできたのではないことを悟ります。」  ヘブル 11：3

そうです。すべてのものは　神の御口から出ることばによって造られた。神は絶えず「語られる神」です。　
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 ことば 

「初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。

　ことばは神であった。この方は初めに神とともにおられた。」　ヨハネ 1：1～2

ことばというのは不思議ですね。ことばを通してお互いの気持ちを通じ合わせることができます。お互いを深く知っ

ていくためには、ことばを交わすことです。でもそこには聞くということがなければ、その人が言っていることばを

理解することは出来ません。ここに呼応する関係が見えてきます。

「わたしがあなたがたに話してきたことばは、霊であり、またいのちです。」  ヨハネ 6：63

ここに「わたしのことばは霊である」とあります。神が語られることばを聞こうとする時、私たちはそれを霊で聞か

なければなりません。　霊で聞いて理解するのです。

さて、ことばそのものであるお方が、最初に語られた対象は誰だったでしょうか？

3



それは、神の似姿として造られたアダムとエバです。

その内容は何だったでしょうか？    神は彼らを祝福し、彼らに仰せられました。

「生めよ　増えよ　地に満ちよ。地を従えよ。海の魚、空の鳥　地の上を這うすべての生き物を支配せよ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　創世記 1：28

これが二人に向かって最初に語られた神の言葉でした。

三一の神がご自分の計画に従って人を造り、その役割を果たすように、このような命令を与えられたのです。

そしてそれは、人が造られた究極的な目的でもありました。

神である【主】は人を連れて来て、エデンの園に置き、そこを耕させ、また守らせた。」
                                                                                                                    創世記 2：15

Hr'm.v'l.W   Hd'b.['l.   !d,[e-!g:b.   WhxeNIY:w:   ~d'a'h'-ta,   ~yhil{a/   hw"hy>   xQ;Yiw:
ヴァイッカハ　アドナイ　エローヒーム　エット – ハーアーダーム　ヴァヤンニヘーフー　ヴェガン-エーデン　レオヴダーハ　ウーレシャームラーハ
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「連れて来て」「置く」

神が人をエデンの園に「連れて来て」 とありますが、ヘブル語の ח קַ には娶る、結婚するという意味 (ラーカハ) לָ

が含まれます。神と人が結婚すると言うことは、人に神を表現するための地、大地を耕し守ると言う尊い務めが与え

られたことを意味します。そしてそこに「置いた」のです。

 

「置いた」

この「置いた」と訳された動詞には ַנוּח (ヌーアッハ)が使われています。

それは「安らかに(自分の力ではなく)導かれる、安息を与えて憩わせる」という意味があり、以下に使われています。

「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。」

                                                                                                                                    マタイ 11：28

この「休ませてあげます」が  ַנוּח「ヌーアッハ」です。 また、 ַנוּח「ヌーアッハ」の名詞   ה נוּחָ (メヌーハー) מְ

は「憩い」「安息」を意味します。 
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「主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。主は私を緑の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴われます。」

                                                                                                                                     詩篇 23：1-2

「いこいのみぎわ」の「いこい」、これが ה נוּחָ 。です「メヌーハー」  מְ

つまり、主が私をそこ (憩い、安息) へと伴われるのです。

その主との深い親密な交わり、かかわりこそが、私たちに安息をもたらすと言っているのです。

エデンの園は、そうした安息のある場所だったのです。神の与える安息を味わい、そのすばらしさを楽しむために人

は、そこを「耕す」ことと「守る」という務めが与えられました。

それこそが人をエデンの園に置いた神の本来の目的なのです。

このことばは、神のイスラエルに対する働き、また教会、および全人類に対する働きが、神を通して彼らを神の国

(御国)へ導くことを示しています。
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「耕し、守る」

祭司的務めとは、耕す ד בַ 。という語彙によって表されます (アーヴァド) עָ

つまり神の声を聞くことで神を知り、神と交わり、神からのいのちの流れに預かる務めです。

また、王的務めとは、祭司的務めである守る ר מַ シャーマル）を支えるための外的な務め、「エデンの園」を) שָׁ

治め、管理するという務めです。

エデンの園における祭司的務めと王的務めは、幕屋や神殿においても、またエックレーシアや御国においても重要な

務めであり、変わることのない永遠の務めなのです。

アダムの罪によって失われてしまったその務めを回復するために神がなさった御業は『キリストによる新創造』です。

これは「神と人がともに住むための再創造」とも言い換えることができ、この御業によって『王なる祭司の務め』は

メシア王国において完全な形で成し遂げられます。
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聖書の中にも、「祭司の王国となる」（出エジプト 19 章 6 節）、「王である祭司とされた」(第一ペテロ 2 章 9 節)、

「王国とし祭司としてくださった。」（黙示録 1 章 6 節）と記されています。

聖書には初めから終わりのことが記されています。

「 遠い大昔のことを思い出せ。

    わたしが神である。ほかにはいない。

    わたしのような神はいない。

    わたしは後のことを初めから告げ、まだなされていないことを昔から告げ、

 「わたしの計画は成就し、わたしの望むことを全て成し遂げる」と言う。」  イザヤ 46：9-10

このエデンの回復こそがメシア王国において実現するのです。
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 メシア王国とはどのような所なのか？ 

メシア王国・・・そこは喜びのあふれているところ !

「喜びなさい(ח מַ יל)。大いに喜びなさい (שָׂ 天においてあなたがたの報いは大きいのですから。」マタイ(גִּ 5：12

天においてとは、御国、つまり私たちが切に求めているメシア王国のことです。

そこは爆発的な喜びが溢れているところなのです。

「わたしたちは喜び(ח מַ יל)楽しみ (שָׂ 。神をほめたたえよう (גִּ
   子羊の婚礼の時がきて、花嫁は用意ができたのだから。」　ヨハネの黙示録 19：7

上記の 2つの聖句にあるように、新約においても喜び (ח מַ יל) と、喜び (שָׂ が使われている箇所は、メシア王国 (גִּ

の喜びを表し、旧約においては 49 回使われています。そのほとんどが、「復活」や「メシア王国の喜び」を表す聖

句でした。ここで、その初出箇所を見ていきたいと思います。

「天は喜び　地は小躍りせよ。国々の間で言え。「【主】は王である」と。」　I 歴代誌 16 章 31 節
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このみ言葉の背景は、ダビデが長年待ち望んでいた契約の箱がイスラエルに帰ってきた時の喜びの叫びで、契約の箱

は神の御臨在そのものでした。

国中に大きな喜びが湧きあがり、王ダビデはその日初めて楽器を用いて主を賛美し、アサフとその兄弟たちを任命し

てこの歌をうたわせました。「大いに喜びなさい。(יל 「(ギール גִּ

יל 。の意味は、なりふり構わず喜べという意味です(ギール) גִּ

この時ダビデは力の限り喜び、飛んだり跳ねたり、なりふりかまわず主を褒め称えたのです。

先程の 2つの聖句で使われているギール (יל ח) ですが、サーマハ (גִּ מַ 、喜び、歓喜するをセットで使うことで (שָׂ

喜びがどれほどの喜びであったかが強調されています。また、この箇所はメシアであるイェシュアがこの地上に王と

して降りて来てくださる地上再臨の予表なのです。それゆえ、この喜びはどんなに強調しても強調し切れないほどの

喜びではないでしょうか ?

この 2つの語彙は、「心の中の喜び」＋「体にあふれ出る喜び」 を並べて、喜びを最大限に言い表わしています。 

それは、心身共の喜び、霊と体(肉)の喜びです。
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 メシア王国はエデンが回復されたところ 

エデン ן דֶ は「贅沢きわまりないところ」という意味で、「喜びに満ちたところであり、楽しみや　豊(エーデン) עֵ

かさが溢れているところ、至福の場所」です。

そしてもう一つ凄いみ言葉があります。そのことを詳しく述べていきたいと思います。

次のみ言葉に注目してください。この中にエデン ן דֶ 。が隠されているのです עֵ

　「アシェルには、その食物が豊かになり、彼は王のごちそうを作り出す。」 創世記 49：20

%l,m,-  yNEd;[]  m;   !TeyI   aWhw>   Amx.l;   hn"mev.     r  vea'me  　  
メーアーシェール　シェメーナー　ラフモー　ヴェフー　イッテーン　マアダンネー – メレフ

このみ言葉はヤコブが自分の死期が近づいた時に、息子たちを呼んで語ったことばの一節です。

「集まりなさい。私は終わりの日にお前たちに起こることを告げよう。ヤコブの子どもたちよ、

   集まって聞け。お前たちの父イスラエルに聞け。」 創世記 49：1
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ヤコブがアシェルに語ったことばが先程も述べた、このことばでした。

「アシェルには、その食物が豊かになり、彼は王のごちそうを作り出す。」創世記 49：20

前のページの赤い箇所に ן דֶ 。エデンが隠されています עֵ

ים ) נִּ דַ עֲ (。マアダンニーム とは ごちそう、食べ物、喜びという意味です מַ

アシェルはヤコブの第8子で、レアの女奴隷ジルパが産んだ第2番目の息子であり、アシェル族の祖と

なります。その意味は「幸運な」「祝福された」です。

ACクラスの「アシュレー 幸い」は、このアシェルと同じ語根のことばです。

詩篇 1篇の「幸いな人 ׁיש אִ י הָ רֵ שְׁ 。アシュレ―　ハーイーシュ」もそうです  אַ

また、幼子イェシユアを抱いたシメオンと共にいた女預言者のアンナは、アシェル族出身です。

このヤコブの預言は、終わりのことについて語り、すべて御子イェシュアのことを証しているのです。

イェシュアは言われました。

「あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。その聖書は、わたしについて
   証ししているものです。」  ヨハネ 5：39
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 御子を証するアシェル 

それは、御子こそが王であり、メシア王国の食卓にごちそうを備え、給仕してくださるという意味です。

「帰って来た主人に、目を覚ましているのを見てもらえるしもべたちは幸いです。

   まことに、あなたがたに言います。主人のほうが帯を締め、そのしもべたちを食卓に着かせ、

   そばに来て給仕してくれます。」  ルカ 12：37

王の食卓には、美味な神のことばを堪能できるフルコースが備えられています。

「あなたの御前には喜びが満ち溢れ」という賛美があります。

それは御国の食卓で欲しいままに堪能できる「喜び と 楽しみ」「ח מַ יל サーマハ と שָׂ ギール」があることを גִּ

歌っています。 御子だけがそのようなごちそうを十分に備えることが出来る方だというのです。
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 マアダンニームの中に隠された秘密 

ים נִּ דַ עֲ 。マアダンニームを調べてみたら、箴言の中にもありました מַ

「あなたの子を戒めよ (ר סַ ים)そうすれば彼はあなたを安らかにし、あなたの心に喜び (יָ נִּ דַ עֲ 「。を与える(מַ

                                                                                                                                  箴言 29：17

私は夜も遅い時間にこの箴言を読んで固まってしまいました。尋ね求めることも、真剣に調べることも、なかなか 

苦手な私ですが、これは一体何を言っているのだろうとイェシュアの御名を呼び求めながら、原語の一つ一つを見て

いくと、あなたの子の「子」が ן ベーンであることに気づき、えっ！イェシュア？と　独り言をいいながら調べ בֵּ

ていきました。イェシュアを戒めるとは何？と思いながら聖書訳を見ていくと、

第 3版の訳では　「あなたの子を懲らしめよ(ר סַ 。ヤーサル )」とありました יָ

独り言は大きくなり「懲らしめる～？」と言っていました。

イェシュアを懲らしめる？　その時、ぱっとイザヤ書 53章のみ言葉が響いてきたのです。
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「彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、」と口ずさんでいました。

そしてイザヤ書を開いたのです。

【新改訳 2017】イザヤ書 53：1-5

1 私たちが聞いたことを、だれが信じたか。【主】の御腕はだれに現れたか。

2 彼は主の前に、ひこばえのように生え出た。砂漠の地から出た根のように。彼には見るべき姿も輝きもなく、

   私たちが 慕うような見栄えもない。

3 彼は蔑まれ、人々からのけ者にされ、悲しみの人で、病を知っていた。人が顔を背けるほど蔑まれ、

   私たちも彼を 尊ばなかった。

4 まことに、彼は私たちの病を負い、私たちの痛みを担った。それなのに、私たちは思った。神に罰せられ、打たれ、

   苦しめられたのだと。

5 しかし、彼は私たちの背きのために刺され、私たちの咎のために砕かれたのだ。

   彼への懲らしめ(ר סַ 。ヤーサール)が私たちに平安をもたらし、その打ち傷のゆえに、私たちは癒やされた יָ
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 世界中のグルメでも勝てないグルメ 

マアダンニーム (ים נִּ דַ עֲ 。ごちそうとは、世界中のどんな有名なグルメでも勝てないごちそうだったのです (מַ

そのごちそうとは、十字架の死と復活、そして命を与える御霊となり、もう一人の助け主として来られたイェシュア

ご自身だったのだと、はっきりと分かった瞬間でした。

「死と復活は甘い事柄」いつも聞いていたこのフレーズが、本当に甘い甘いこの口に甘い、言葉には表現することは

到底できない最高のごちそうだと気づいたのです。

詩篇 19篇にも、そのことが鮮やかに描かれています。

【新改訳 2017】詩篇 19：7-10

7 【主】のおしえは完全で たましいを生き返らせ【主】の証しは確かで 浅はかな者を賢くする。

8 【主】の戒めは真っ直ぐで 人の心を喜ばせ【主】の仰せは清らかで 人の目を明るくする。

9 【主】からの恐れはきよく　とこしえまでも変わらない。【主】のさばきは まことであり ことごとく正しい。

10 それらは 金よりも 多くの純金よりも慕わしく　蜜よりも 蜜蜂の巣の 滴りよりも甘い。
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またこのようなみ言葉もあります。

「しかし 主は最良の小麦を御民に食べさせる。わたしは岩から滴る蜜で、あなたを満ちたらせる。」詩篇 81：16

この岩はイェシュアご自身です。

わたしたちはメシア王国においてイェシュアご自身を食べた時に気づくのではないでしょうか？

これは初めて味わう食べ物ではない。私たちが地上で生きてきた年月の中で、イェシュアはいつも私達一人ひとりに

この蜜を沢山食べさせてくれていたのだと。この味は、この美味しい味はいつも私たちの霊の中で食べていた、あの

味だったのだと。この時、私たちは既にと今だの意味をはっきりと知るのではないでしょうか？

「「人はパンだけで生きるのではなく神の口から出る一つ一つのことばで生きる。」と書いてある。」マタイ 4：4

とイェシュアは言われました。
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【新改訳 2017】ヨハネ 6：48-58

48「わたしはいのちのパンです。

49 あなたがたの先祖たちは荒野でマナを食べたが、死にました。

50 しかし、これは天から下って来たパンで、それを食べると死ぬことがありません。

51 わたしは、天から下って来た生けるパンです。だれでもこのパンを食べるなら、永遠に生きます。そして、

     わたしが与えるパンは、世のいのちのための、わたしの肉です。」

52 それで、ユダヤ人たちは、「この人は、どうやって自分の肉を、私たちに与えて食べさせることができるのか」

     と互いに激しい議論を始めた。

53 イエスは彼らに言われた。「まことに、まことに、あなたがたに言います。人の子の肉を食べ、その血を飲まな

     ければ、あなたがたのうちに、いのちはありません。

54 わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠のいのちを持っています。わたしは終わりの日にその人を  

     よみがえらせます。

55 わたしの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物なのです。
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56 わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、わたしのうちにとどまり、わたしもその人のうちにとどまります。

57 生ける父がわたしを遣わし、わたしが父によって生きているように、わたしを食べる者も、わたしによって

     生きるのです。

58 これは天から下って来たパンです。先祖が食べて、なお死んだようなものではありません。このパンを

     食べる者は永遠に生きます。」

イェシュアがカペナウムの会堂で話された言葉を聞いた多くの弟子たちが、これはひどい話だと言って怒り出したこ

とが書かれています。私達には甘い言葉でも、魂で聞く彼らにとっては「ひどい話だ・・」となるのです。

「いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらしません。わたしがあなたがたに話してきたことばは、

   霊であり,またいのちです。」　ヨハネ 6:63 

私達は日々イェシュアを食べ、イェシュアを飲んでいます。イェシュアは命を与える御霊として私達の霊の中に内住

してくださり、いつも、今この瞬間にも息を吹きかけ続けてくださっているのです。

19



 神の豊かさ 

【新改訳 2017】ヨハネ 1：12-16

12 しかし、この方を受け入れた人々、すなわちその名を信じた人々には、神の子どもとなる特権をお与えになった。

13 この人々は、血によってではなく、肉の望むところでも人の意志によってでもなく、ただ、神によって

     生まれたのである。

14 ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみもとから来られた

     ひとり 子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。

15 ヨハネはこの方について証しして、こう叫んだ。「『私の後に来られる方は、私にまさる方です。私より先に

     おられたからです』と私が言ったのは、この方のことです。」

16 私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、恵みの上にさらに恵みを受けた。

わたしたちは、この方の満ち満ちた豊さの中にいるのです。

言葉では言い表せないこの豊さを　神は本来イスラエルの民に味わわせたかったのです。

しかし彼らはこの命の君を拒み、あろうことか十字架に引き渡してしまいました。しかしそれが、神の知恵でした。
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【新改訳 2017】ローマ人への手紙11：28～32

28 彼らは、福音に関して言えば、あなたがたのゆえに、神に敵対している者ですが、選びに関して言えば、

     父祖たちのゆえに、神に愛されている者です。

29 神の賜物と召命は、取り消されることがないからです。

30 あなたがたは、かつては神に不従順でしたが、今は彼らの不従順のゆえに、あわれみを受けています。

31 それと同じように、彼らも今は、あなたがたの受けたあわれみのゆえに不従順になっていますが、それは、

     彼ら自身も今あわれみを受けるためです。

32 神は、すべての人を不従順のうちに閉じ込めましたが、それはすべての人をあわれむためだったのです。

33 ああ、神の知恵と知識の富は、なんと深いことでしょう。神のさばきはなんと知り尽くしがたく、

     神の道はなん と極めがたいことでしょう。

34「だれが主の心を知っているのですか。だれが主の助言者になったのですか。

35 だれがまず主に与え、主から報いを受けるのですか。」

36 すべてのものが神から発し、神によって成り、神に至るのです。この神に、栄光がとこしえにありますように。

     アーメン。
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やがて終わりの時にやって来る未曾有の大艱難を、イスラエルの民は味わいます。しかし神はイスラエルの残りの者

の上に恵みと嘆願の霊を注がれ、それによってイェシュアがメシアだと理解した彼らをボツラで守られるのです。

「私の敵をよそにあなたは私の前に食卓を整え頭に香油を注いでくださいます。私の杯はあふれています。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        　詩篇 23：5

　彼らはこのみ言葉を告白し、この預言が成就するのをその時見るのです。

 食事の場面から見えてくるもの  (兄弟たちとともに) 

そしてこの食事の光景は、至るところで聖書に書かれていたことを今更ながら知りました。

創世記に記されている、ヨセフと彼の兄弟たちの箇所から見ていきましょう。(創世記　43：31～34)

先にエジプトに売られたヨセフが、カナンの地の飢饉ゆえに兄弟たちと再会し、共に食卓を囲む場面です。

ヨセフはイェシュアのひな型です。やがて御国において長兄であられるイェシュアは、

選ばれた残りの者 12部族とともに、美味しく食事をすることになるのです。
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 食事の場面から見えてくるもの  (イスラエルとともに) 

また、ヨナタンの息子を探し出し、足なえとなっていたメフィボシェテにダビデはこう言います。

「ダビデは言った。「恐れることはない。私は、あなたの父ヨナタンのゆえに、あなたに恵みを施そう

   あなたの父祖サウルの地所をすべてあなたに返そう。あなたはいつも私の食卓で食事をすることになる。」」

                                                                                                                                 サムエル記Ⅱ9：7

この二人のやり取りを通して見えてくるものがあります。

ダビデもまたイェシュアの型であり、メフェボシェテは、足をひきずる者と呼ばれたヤコブ、イスラエルの型です。

イスラエルは、王イェシュアとずっと一緒に食事をするのです。
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 食事の場面から見えてくるもの （異邦人とともに）

悪霊にとりつかれた娘を癒して欲しいと頼んだカナン人の女に、イェシュアは一言もお答えになりませんでした。

弟子たちはこの女が後について来て叫んでいるので　イェシュアに女を去らせてくださいと願います。

【新改訳 2017】 マタイ 15：24-28

24 イエスは答えられた「わたしは、イスラエルの家の失われた羊たち以外のところには、遣わされていません。」

25 しかし彼女は来て、イエスの前にひれ伏して言った。「主よわたしをお助けください。」

26 するとイエスは答えられた。「こどもたちのパンを取り上げて、子犬に投げてやるのは良くないことです。」

27 しかし彼女は言った。「主よ、そのとおりです。ただ子犬でも主人の食卓から落ちるパン屑はいただきます。」

28 そのとき、イエスは彼女に答えられた。女の方あなたの信仰は立派です。あなたが願うとおりになるように。」

     彼女の娘は、すぐに癒された。

小犬呼ばわりされても、その願いを決して離さずイェシュアを信頼していたからこそ、その娘は癒されたのです。

異邦人をも御国に入れてくださる神の大きな愛を、ここに見ることができます。
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 神への招き 

「見よ、わたしは戸のそとに立ってたたいている。だれでも、わたしの声を聞いて戸を開けるなら、わたしは

   その人のところに入って彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。」  黙示録 3：20

復活したイェシュアのからだに、私達人間が作ったものが残されています。御存知ですか？

それはイェシュアの手と足にある釘の跡、脇腹にある槍で刺した傷跡です。

その傷のある御手で私達を招いてくださるイェシュアの招きの声を、あなたは聞いていますか？

イェシュアは、私たちを食事に招いてくださっているのです。

食事はわたしたちには欠かせないもの、そして食べるものとわたしたちは一体となるのです。

イェシュアを食べ、イェシュアを飲む時、私達はイェシュアと一体となるのです。

「すべての木から取って食べよ。」と言われるイェシュアご自身を、わたしたちはお腹いっぱいに食べましょう。

「主のすばらしさを味わい、これを見つめよ。幸いなことよ。彼に身を避ける者は。」  詩篇 34：8

いつもイェシュアを味わっていくことが出来るメシア王国。そこはイエシュアの「ことば」が溢れているところなの

です。メシア王国はエデンの回復、エデンは喜びが溢れているところ。そこを見渡すと、このような光景を見ること

が出来るのです。
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メシア王国を見渡すと・・

【新改訳 2017】イザヤ 35 章 1~2 節

荒野と砂漠は喜び、荒れ地は喜び踊りサフランのように花を咲かせる。盛んに花を咲かせ、歓喜して歌う。

これに、レバノンの栄光とカルメルやシャロンの威光が授けられるので、

彼らは主の栄光、わたしたちの神の威光を見る。

(重複しますが、リビングバイブルの方が分かりやすいので、こちらも読みます。）

【LIB】イザヤ 35 章 1~2

その日には、荒野や砂漠さえ喜びます。荒野には花が咲き乱れます。

いっせいに花が咲き競い、歌声と喜びの声がわき上がります。砂漠はレバノン山のように緑に囲まれ、

カルメル山の牧場やシャロンの牧草地のように、美しい景色になります。

そこは神様の栄光の舞台となるからです。
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荒れ地がですよ ?!  サフランのように花を咲かせるのです !  常識から言っても荒野と砂漠に花は咲きません !

でも盛んに花を咲かせることが出来るのは、地が呪いから解かれ癒されたからなのです。

「被造物は切実な思いで、神の子どもたちが現れるのを待ち望んでいます。」 ローマ人への手紙　8：19

メシア王国が到来したことによって呪われていた地が癒されたことがわかります。

盛んに花を咲かせ、歓喜して歌う。贖われた人間だけではなく、地も植物も動物も全ての被造物も喜び始めるという

ことです。レバノンの栄光と、カルメルやシャロンの威光が授けられるので、私たちは【主】の栄光、私たちの神の

威光を見ることが出来るのです !

つまり、メシア王国の到来は、私たちが経験したこともない大いなる喜びであり、希望なのです !

ダビデが歓喜して喜び踊ったその方は 王イェシュア！ です。

「まことに、主はシオンを慰めて、その荒野を エデン (ן דֶ 。のようにし、その砂漠を 主の園 のようにする (עֵ

　そこには楽しみ (שׂוֹן ה) と 喜び (שָׂ חָ מְ があり、感謝と歌声がある。」 イザヤ (שִׂ 51：3  
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 王に感謝を込めて 

「門よ おまえたちの頭を上げよ。

   永遠の戸よ上がれ。栄光の王が入って来られる。

   栄光の王とはだれか。強く 力ある主。戦いに力ある主。

   門よ おまえたちの頭を上げよ。永遠の戸よ上がれ。栄光の王が入って来られる。

   栄光の王 それはだれか。万軍の主。この方こそ栄光の王。」  詩篇 24：7～10

「万軍の【主】よ、あなたの住まいはなんと慕わしいことでしょう。

   私のたましいは【主】の大庭を恋い慕って絶え入るばかりです。

   私の心も身も生ける神に喜びの歌を歌います。

   雀さえも住みかを 燕もひなを入れる巣をあなたの祭壇のところに得ます。

   万軍の【主】私の王私の神よ。なんと幸いなことでしょう。あなたの家に住む人たちは。

   彼らはいつもあなたをほめたたえています。セラ
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   なんと幸いなことでしょう。その力があなたにあり心の中にシオンへの大路のある人は。

   彼らは涙の谷を過ぎるときもそこを泉の湧く所とします。

   初めの雨もそこを大いなる祝福でおおいます。

   彼らは力から力へと進みシオンで神の御前に現れます。

   万軍の神【主】よ私の祈りを聞いてください。

   ヤコブの神よ耳を傾けてください。

   神よわれらの盾をご覧ください。あなたに油注がれた者の顔に目を留めてください。

   まことにあなたの大庭にいる一日は千日にまさります。

   私は悪の天幕に住むよりは 私の神の家の門口に立ちたいのです。

   まことに神である【主】は太陽 また盾。

 【主】は恵みと栄光を与え 誠実に歩む者に良いものを拒まれません。

   万軍の【主】よなんと幸いなことでしょう。あなたに信頼する人は。」  詩篇 84：1～12

「なんと幸いなことでしょう」と、この同じ言葉を言った人がいます。
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ソロモンの優れた知恵を聞くために、南の国からやって来たシェバの女王です。彼女は言いました。

「わたしが国であなたの事績とあなたの知恵について聞き及んでいたことは本当でした。私は自分で来て

   自分の目で見るまではそのことを信じなかったのですが、なんと、わたしにはその半分も知らされて

   いなかったのです。

   あなたの知恵と繁栄はわたしが聞いていたうわさより、はるかにまさっています。なんと幸せなことでしょう。

   あなたにつく人たちは。なんと幸せなことでしょう。いつもあなたの前に立ってあなたの知恵を聞くことができる

   このあなたの家来たちは。あなたの神主がほめたたええられますように。主はあなたを喜び、イスラエルの王座に

   あなたを王とし公正と正義を行わせるのです。」　列王記 10：6～9

彼女はソロモンが建てた宮殿、その食卓の料理、列席の家来たちや給仕たちの態度とその服装、目の前に繰り広げら

れているそれらの光景に、息も止まるばかりであったと言っています。

彼女は言ったのです。聞いていたことの、その半分も知らされていなかったと。

同様に、メシア王国のあまりにも素晴らしいその光景を見て、私達も息も止まるぐらい驚くことでしょう。
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 ベアハリート 

イェシュアが統治するメシア王国 　わたしの都・・・今は、わたしたちはその日を聖書の中から見ています。

しかしやがて御国においてイェシュアと顔と顔を合わせる時、私たちはヨブのように告白するのです。

【 わたしはあなたのことを耳で聞いていました。しかし今、私の目があなたを見ました！ 】(ヨブ記42：5)  と。

その時、私達はダビデのように嬉しさが爆発し、飛んだり跳ねたりしながら、贖われたからだをもってイェシュアに

喜びを全力で表すのでしょうね。　その日は遠くはありません。

最後にこのみ言葉をもって終わります。

「しかし実際には、彼らが憧れていたのは、もっと良い故郷、すなわち天の故郷でした。

   ですから神は彼らの神と呼ばれることを恥となさいませんでした。神が彼らのために都を用意されたのです。」

                                                                                                                                   へブル  11：16
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王の王であられる主よ。気高き王よ。わたしたちは今、心を合わせあなたを拝します。

あなたに会えるその日を 私達は切に待ち望んでいます。あなたの都、メシア王国を・・

マラナタ 主よ来てください。三一の神は わたしたちと ともにおられます。御国が来ますように。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                             

                                                                                                  2026.5.27     加藤 弘美
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